
【参考資料】電源開発計画における⽕⼒発電所の状況について

■当社は、特定の電源や燃料源に過度に依存することなく、安全確保を最優先とした
原⼦⼒発電所の再稼働や、再生可能エネルギーの導入拡大にもしっかりと取り組みながら、
コスト競争⼒のあるバランスの取れた電源構成の実現を目指している。

■こうした考えのもと、経済性や環境性などに優れ、再生可能エネルギーの出⼒変動
にも柔軟に対応できる最新鋭⽕⼒の開発にあわせて、新規電源との入れ替えや、
保有する発電設備のスリム化による効率化の観点などから、経済効率性の低い経年
⽕⼒電源等の廃⽌を進めていくこととしている。

【⾄近における⽕⼒発電所の開発・廃⽌状況の例】

2017年 2021年 2022年 2023年2015年

【能代3号】
2020年3月
営業運転開始予定
・石炭
・60万kW
・超々臨界圧⽅式
（熱効率44.8％）

【上越1号】
2023年6月
営業運転開始予定
・LNG
・57.2万kW
・コンバインド
サイクル発電⽅式
(熱効率63％超)

2019年

開

発

廃

⽌

【秋田3号】
2019年9月廃⽌

・重原油 ・35万kW
・1974年11月営業運転開始

【秋田2号】
2020年3月⻑期計画停⽌

・重原油 ・35万kW
・1972年2月営業運転開始

� 秋田2号の⻑期計画停⽌、秋田3号の廃⽌により、2020年度以降、
秋田⽕⼒発電所における稼働電源は秋田4号（重原油、60万ｋW、
1980年7月営業運転開始）のみとなる。

� 秋田4号も、2・3号と同様に経年化が進んでいるものの、当⾯は
運転を継続することとし、今後の需要⾒通しなどを踏まえつつ、
将来的には廃⽌する⽅向で、検討を進めていく。

【参考】
• 緊急設置電源である秋田5号（軽油、33.3万ｋＷ）および

東新潟5号（LNG、33.9万ｋＷ）を2019年3月15日に廃⽌。
• 当初計画どおり、両機のガスタービンを東新潟4-1号系列に転⽤し、

運⽤性の向上と、燃焼消費量・ＣＯ２排出量削減（約５％程度／年）を
図る（2019年3月18日お知らせ済）。

今回計画で運転開始を
3カ月前倒し

2016年

今回計画で休廃⽌を計上した経年⽕⼒

⾼効率電源の開発にあわせて経年⽕⼒を⼊れ替え

2018年 2020年

【新仙台２号】
2011年10月廃⽌済
・天然ガス、重油、原油
・60万kW
・1973年6月営業運転開始

【新仙台１号】
2015年9月廃⽌済
・重油
・35万kW
・1971年8月営業運転開始

【新潟4号】
2018年9月廃⽌済
・重油、天然ガス、LNG
・25万kW
・1969年8月営業運転開始

【新仙台3号系列】
2016年7月全量営業運転開始
・LNG
・104.6万kW
・新仙台１・２号のリプレース対象
電源として開発

・最新鋭のガスタービンを導入する
ことで、熱効率は世界最⾼⽔準の
60％以上を達成


